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月  4月  5月  6月  7月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月
給食
日数
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長ネギ 長ネギ 長ネギ 長ネギ 長ネギ 長ネギ キュウリ 長ネギ ニンジン 長ネギ 長ネギ
コマツナ コマツナ ズッキーニ コマツナ コマツナ コマツナ 長ネギ コマツナ ホウレンソウ コマツナ コマツナ
ニンジン チンゲンサイ トマト ニンジン ズッキーニ ホウレンソウ コマツナ ニンジン ハクサイ ホウレンソウ ホウレンソウチンゲンサイ ミズナ ナス カボチャ ナス レタス ダイコン チンゲンサイ ダイコン チンゲンサイ ハクサイミズナ ズッキーニ ミズナ ゴーヤ ミズナ ミズナ ホウレンソウ ホウレンソウ キャベツ ハクサイ
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：農業専従 ：農業＋農外就業 ：農外就業のみ ：非就業 ：学校給食への提供農産物
注）
注）農家２は 29歳以下の非就業者が２名いる．
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女









2 20 150 170 ―
3 15 0 15 15
4 90 80 170 25
5 40 130 170 ―
6 20 35 55 ―
7 195 400 595 120
8 80 150 230 ―


















農作物 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月











































































































































































































































































































































































小・中学校学校給食センター JA 農家★ 賄材料仕入先■



























































★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
★
■ ■ ■
■ ■ ■
■ ■ ■
➡ ➡
常総市に隣接した業者中心
安定的な出荷量・質を
維持する特定農家
第12図　学校給食をめぐる食料供給構造
 （聞き取り調査により作成）
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系が構築された．具体的には，より安定的な地場
農産物の確保に向け，学校給食センターはJAを
通じ，園芸部会所属の特定農家に対して，農産物
の一部を学校給食用として出荷するよう依頼をし
た．選定基準としては安定的な出荷量や高品質維
持に加え，長年にわたり培われてきたJAと農家
間の信頼性・密接性が指摘できる．学校給食セ
ンター，JA，園芸部会所属農家の地域内連携が，
結果として学校給食に対する地場農産物の安定的
な供給量確保に貢献するのである．
また，旧石下町産の野菜類の使用に関しては，
農産物の配送・生産システムの相違や物理的距離
が障害となっていた．しかし，学校給食センター
による輸送支援がなされ，学校給食への地場農産
物の供給量は一層増大した．以後，旧石下町産の
農産物も積極的に活用されるようになり，「常総
市」としての地産地消運動が実現した．
一方で，学校給食用として農産物を出荷してい
る農家の視点も無視できない．学校給食用として
出荷する野菜類は，出荷条件や価格設定において
市場出荷以上の柔軟性がある．また，常総市にお
いて，学校給食用として地場農産物を供給してい
る農家の多くは三世代家族という地域的特徴を有
している．「孫世代に地場産の野菜を食べてもら
いたい」，「農業に親しみを持ってほしい」と考え
る農家も多く，地産地消運動に対する農家の理解
や生産意欲が，常総市における学校給食をめぐる
食料供給構造を支えていると判断できる．
Ⅴ　おわりに
本稿では常総市を事例として，学校給食をめぐ
る食料供給構造を解明するために，学校給食にお
ける地場農産物の活用，供給，生産実態について
検討した．本稿で明らかになった知見をまとめる
と，以下の通りである．第一に，「常総市」とし
ての地産地消運動の実現である．2006年の合併当
初は農産物の生産・配送システムの相違から旧水
海道市の農産物のみ使用していたが，学校給食セ
ンターの運送支援に伴い解消され，豊かな畑作地
域である旧石下町の農産物の導入が可能となっ
た．第二に，JA と農家の親密性が挙げられる．
両者間の信頼に基づく関係性により，地場農産物
の新たな供給体系への移行がスムーズに進展した
と捉えることができる．第三に，学校給食への地
場農産物の供給に対して，農家が社会的意義を見
出している点が指摘できる．三世代同居という居
住環境の中，農家自身が地産地消運動に対して関
心を持ちやすく，結果として，それが生産意欲向
上に寄与するものと考えられる．
常総市では豊かな農業地域という地理的条件の
もとで地産地消運動が展開し，学校給食において
も地場農産物の使用を推進してきた．このような
状況下，常総市において行政あるいは学校単位で
食育に関する取り組みが展開し，これまで実施さ
れた食育事業の中で，地元農家訪問や小中学校に
農家を招く交流給食が実現しており，食を通じた
地域間交流も一定の成果を挙げている．学校給食
における地場農産物の活用，すなわち学校給食を
通じた地産地消運動は，地域農業の新たな活路を
見出すだけでなく，生産者と消費者を結ぶ紐帯と
して機能し，ひいては地域活性化へと繋がるので
ある．常総市における学校給食を通じた地産地消
運動はとりわけ旧水海道市域で展開した経緯があ
り，常総市全体で取り組んだ活動は発展途上の段
階にある．今後は旧水海道市域と旧石下町域の小
中学校や農家を幅広く取り込み，常総市全体とし
ての学校給食を通じた地産地消運動の推進が求め
られる．こうした取り組みが，より安定的な地場
農産物の供給体系の確保に繋がり，結果として常
総市全体の地産地消運動の促進に貢献するであろ
う．
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本稿の作成にあたって，JA常総ひかり水海道地区センター営農課の黒川正広様，常総市立豊岡学校給
食センター所長の渡辺博良様をはじめとする皆様，JA常総ひかり水海道地区園芸部会会員の皆様，五箇
小学校校長の袖山恵子様をはじめとする皆様には大変お世話になりました．末筆ながら厚く御礼申し上げ
ます．また本研究を遂行するにあたり，平成25年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費25318，研究代表者：
磯野　巧）の一部を使用した．
本稿の骨子は，日本地理学会2013年秋季学術大会（於福島大学）において報告した．
［注］
１）野見山（2005）は，地産地消を「地域内で生産された農林水産物を地域内で消費しようとする活動を
通じて，生産者と消費者を結び付ける取組み」という広義の定義している．それによると，生産・流通・
加工から観光，都市農村交流，食農教育までが地産地消に含まれる．
２）学校給食における地場農産物の活用や米飯給食の普及・定着，郷土料理や行事食の積極的な取り入れ
など，学校給食の一層の充実を図るため，全国各地においてモデル的な取り組みを推進する事業であ
る．2007年に実施された文部科学省委託事業であり，常総市では旧水海道市の菅原小学校と水海道西
中学校が研究中心校に指定された．当事業は常総市をはじめ全国32地域で実践された．
３）本稿では，旧水海道市域を「旧水海道市」，旧石下町域を「旧石下町」と呼称する．
４）一般に学校給食の調理方法には，各学校で調理を行う単独校（自校）方式と，複数校の学校給食を調
理する共同調理場（センター）方式の二種類がある．
５）2012年度の実績では，旧水海道市の小学校９校，中学校３校の学校給食を担当し，3,428人の受給人員，
194回の実施回数であった．
６） JA 常総ひかりでは，農家はJAを通した市場出荷以外にも，JAの産直部会の運営する直売所などで
販売することがある．
７）通常の市場出荷とは異なり，予定の日取りに一定数用意することが必要なため，天候不順などの影響
を受ける．
８）給食の時間のワンポイント指導や学級活動，総合的な学習の時間等を活用し，地場農産物に関する学
習を進め，地場農産物や学校給食への関心を高めることを企図した取り組みである．また，農家との
交流や農業体験学習の工夫を通じて，学校，学校給食センター，農家，JA等との連携を図り，学校
給食における地場農産物の活用を増やす方法の究明を目的としている．
９）例えば，Ｏ小学校やＳ小学校では，各小学校近隣の農家による協力体制のもと，総合的な学習の時間
を利用した米作り体験を行っている．Ｔ小学校では給食委員会に所属する生徒がナシ農家を訪問し，
ナシ収穫作業を体験した．また，Ｔ小学校ではナシ農家を招き，交流給食という形で地域内交流を図っ
ている．
10）例えば，Ｔ小学校では「食に関する指導」として，サツマイモの栽培・調理体験学習を実施している．
また，学校給食センターの調理場を実際に利用・体験してもらう「ちびっこ料理教室」などを開催し
ている．
11）常総市が実施したアンケート調査による．
12）聞き取り調査による．
13）聞き取り調査による．
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StructureoftheFoodSupplyfortheSchoolMealsinJosoCity,
IbarakiPrefecture
−FocusingontheUtilization,SupplyandActualProductionof
LocalAgriculturalProducts −
ISONOTakumi,ARAIYuji,KURIBAYASHIKei,
YAMANAKAHiroki,HASHIMOTOAkiko
Keywords: LocalAgriculturalProducts,SchoolMeals,RegionalFarmers,StructureoftheFood
Supply,JosoCity
Thisstudyclarifiesthestructureofthefoodsupplyfortheschoolmeals inJosoCitythroughan
analysisofthelinkageamongtheutilization,supplyandactualproductionoflocalagriculturalprod-
ucts.
Aspartoflocalproductionforlocalconsumption,JosoCityhaspromotedtheuseoflocalagricul-
turalproductsintheschoolmealssince2000s.Thedemandforvegetablesgrownlocallytendstoin-
creaseinparticularandtheschoolmealservicecenterbuysthemfromJAmainlyatpresent.Atfirst,
JAshippedsomeagriculturalproductsfromthevegetablestorehousewhentheschoolmealservice
centerrequestedsupplies.However,themorestablesystemofstockandshippingisrequiredbecause
ofanincreasingdemandfortheschoolmeals.Therefore,JAaskedsomefarmerswhobelongtothe
farmers’groupinformerMitsukaidoCitytoprovidetheparticularagriculturalproductsforusein
theschoolmeals.Thecriteriaofselectingfarmersaretosatisfybothhighqualitymaintenanceanda
steadysupplyofagriculturalproducts.MoreoverJAattemptedtoutilizesomeagriculturalproducts
intheformerIshigeTownaftermunicipalmergerandbeganfulluseofthemafter2011.
Theresultsofthe interviewswithninefarmerswhomeettheconditionsset forthabovearede-
scribedasfollows.Thefarmmanagementtendstolimitproductionofdiversifiedproductsandthey
produceculinaryplantsforshippingtoJAorasagift.Astothefamilystructure,mostofthemare
three-generation families.Householderandspousearemain farmersandthesecond-generationsup-
porttheirfarmlaborforce.Mostofthethird-generationattendanelementaryorjuniorhighschoolin
Josocity.SomefarmerscooperatewithJAbecausetheywantchildrentoeatlocalagriculturalprod-
uctsintheirschoolmeal.
Itfollowsthatthecharacteristicsofthestructureofthefoodsupplyfortheschoolmealsaresum-
marizedasfollows:therealizationoflocalproductionforlocalproductionforlocalconsumptioninJoso
City,themutualtrustbetweenJAandtheregionalfarmersandthesocialmotivationoftheregional
farmersforthesupplyofthelocalagriculturalproductsintheschoolmeals.
